
 

桃井小学校・中央小学校適正規模合同地区委員会だより 
          桃井小学校・中央小学校適正規模合同地区委員会  平成 27年 11月 15日 No.７ 

第７回桃井小学校・中央小学校適正規模合同地区委員会を開催しました 

桃井小学校、中央小学校の統合に伴う第７回適正規模合同地区委員会が、10月22日（木）、市庁舎にお

いて開催されました。現在、小委員会や関係団体等で最終的な話合いが行われています。今回の会議では、

その進捗状況について報告を行いました。また、新校舎設計検討小委員会でまとまった校舎配置計画案に

ついて、協議を行いました。さらに、中央小学校跡地利用に係る上毛新聞の報道記事について、政策推進

課から説明とお詫びがありました。主な内容は以下のとおりです。 

１．小委員会や関係団体等報告内容（概要） 

（１）通学路検討委員会：現桃井小学校児童の新たな通学路が決定した。 

（２）体育着等検討委員会：業者に体育着のデザインや機能性などを企画、提案してもらうプロポーザル

方式を採用し、12月中に新たな体育着を決め、３月に販売できるようにする。 

（３）ＰＴＡ：ＰＴＡ会則の内容が概ね固まってきたので、今後、保護者の方々に提示し決定していく。 

（４）遊び場：来年度は９名の指導員で実施する予定である。今後、遊び用具の選定を進めていく。 

（５）桃園会・ひびき会：新しい学校をどのようにサポートするか、今後検討していく。 

（６）自治会：「のびゆくこどものつどい・ふれあい広場」は、毎年4月 29日に開催する。「市民運動会」 

は、来年度は10月 23日に開催する。各事業の内容については、今後検討していく。 

（７）学校：（桃井小）３月 25日に校舎のお別れ式を予定、また、校舎見学会を実施の方向で検討する。 

      （中央小）11月 25日に統合記念講演会を、３月25日に「はばたき式」を予定している。 

（８）その他：学校開放について、関係団体への説明、調整を行う。 

２．協議（桃井小学校新校舎建設についての主な意見の概要） 

・児童の生活実態を考慮したトイレ、使い勝手の良い音響や照明設備、情報機器の設置を考えてほしい。 

・桃井小学校の立地場所や伝統を考え、どこにもない良い校舎をつくってもらいたい。 

・できるだけ植栽を残し、緑のある、季節を感じられる学校にしたい。 

・新校舎の配置計画については、小委員会の提案を承認し、今後、詳細設計を進めてもらう。 

３．今後の進め方 

・今後も各関係団体や小委員会での協議を進め、次回の合同地区委員会は年明けに開催する。 

～～～ 中央小学校跡地利用に係る新聞報道について説明とお詫び（概要：政策推進課） ～～～ 

・９月１日の上毛新聞で、国が地方創生の一環として進めている政府関係機関の地方移転について、国土交通大学校 

の誘致先として中央小学校跡地が候補地となったとの報道がされた。 

・県から移転の候補地を挙げるよう指示があったので、「中央小学校跡地」を含む４箇所を提案したところ、県から中 

 央小学校跡地を国土交通大学校移転の候補地としたいとの相談があり、緊急な回答を求められたため、地元や教育 

 委員会事務局に説明する前に、了承するとの回答をしてしまった。 

・この件について、現時点での国の方針は決まっておらず、動きもない。中央小学校跡地利用について、今後、地元 

の方々からの意見を聞きながら進めていきたい。記事をご覧になった地元の方々、また関係される方々にご心配と 

ご迷惑をおかけしたことをお詫び申し上げる。 

 ◆「前橋市立小中学校適正規模･適正配置基本方針」「地区委員会だより」は教育委員会ホームページでご覧いただけ 

ます｡http://www.city.maebashi.gunma.jp/kurashi/230/257/004/p003248.html 

◆合同地区委員会では、保護者や地域の方々のお考えを生かしながら、両校の円滑な統合に向けて協議を進めていま

す。ご意見等がございましたら合同地区委員または学校までご連絡ください。 

◆本紙の内容に関するお問合せは、学校教育課教育企画係（TEL：027-898-5865）までお願いします。  


